
伝える伝わるシートの活用
情報を理解し、学習の見通しを立てる。

情報の書き表し方や情報の扱い方を
理解しながら 考えを形成 して書く。

お互いの情報を比較・検討し気付きを伝え合う。

交流による気付きから推敲 してよりよく書く。

小学校国語科における

自分の考えをよりよく書くことができる児童の育成

ー「伝える伝わるシート」を活用した考えの形成、推敲を通してー
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●情報の扱い方をどのように
理解させるのか

●書き表し方の工夫をどのよ
うに捉えて書かせるのか

●情報の扱い方を捉えて
理解すること

●書き表し方の工夫を捉えて
適切に書くこと

話型 を明示し、

児童の課題 教師の課題

接続詞や文末表現といった、
情報の書き表し方 を示す。

情報と情報との関係、情報の整理
といった情報の扱い方 を示す。

手立て１

手立て２
・

思考スキル を明示し、

手立て1 考えを形成して書く
手立て2 推敲してよりよく書く



情報の書き表し方や情報の扱い方を理解しながら、
考えを形成して書くのに有効であった。
シートの分かりやすさの更なる工夫が必要である。

成果
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提言 ねらいとする資質・能力を意識してシートを活用し、
学習をつなげながら汎用的な力を育てていきましょう。


